
市民の日記念事業開催！平成２４年３月２５日 ( 日 )
in 小川文化センター ( アピオス )

　

希

望

ヶ

丘

公

園

の

入

口

に

「
掃か

も

え

も

ん

部
衛
門
の
碑
」
と
呼
ば
れ
る

小
さ
な
碑

い
し
ぶ
み

が
あ
り
ま
す
。
も
と
も

と
は
、
園
部
川
を
臨
む
台
地
先
端

(

現
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

)

に
あ
り
ま
し
た
が
、
竹
原
中
学
校

　

建
設
な
ど
に
よ
っ
て
、
何

度
か
の
移
転
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
、
現
在
地
に
所
在

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
碑
は
、
筑
波
山

南
東
麓
で
採
取
さ
れ
る

雲

母

片

岩

の

板

石

に

阿あ

み

だ

さ

ん

ぞ

ん

ら

い

ご

う

ず

弥
陀
三
尊
来
迎
図
が

線せ

ん

こ

く刻
に
て
描
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
も
そ
も
来
迎
図
と

は
「
阿あ

み

だ

に

ょ

ら

い

弥
陀
如
来
を
信
じ

て
い
れ
ば
、
亡
く
な
っ
た

際
に
は
、
極
楽
に
導
い
て

く
れ
る
」
と
の
阿
弥
陀
信

仰
を
表
現
し
た
も
の
で

す
。

　

茨
城
県
内
で
は
、
線
刻

で
表
現
し
た
板
碑
は
十
数

例
確
認
さ
れ
て
お
り
、
一

番
古
い
も
の
は
、
つ
く
ば

市
古
来
に
所
在
す
る
阿
弥

陀
三
尊
板
碑
で
文
永
９
年

(

一
二
七
二

)

に
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

掃
部
衛
門
の
碑
の
大
き
さ
は
、

高
さ
92

㎝
、
幅
78

㎝
で
あ
り
、
図

像
は
、
中
央
に
前
か
が
み
の
阿
弥

陀
如
来
が
飛
雲
に
乗
り
、
来
迎
印

を
結
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
腰

を
屈
め
た
観か

ん

の

ん

ぼ

さ

つ

音
菩
薩

(

右
下

)

と

勢せ

い

し

ぼ

さ

つ

至
菩
薩

(

左
下

)

が
両
脇
に
ひ

か
え
る
三
尊
型
式
と
な
っ
て
い
ま

す
。
三
尊
像
の
両
側
に
は
、
建
立

の
趣
旨
、
施
主
名
、
紀
年
な
ど

の
銘
文
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
栗
原
掃
部

衛
門
と
い
う
人
物
が
父
母
の
供
養

の
た
め
、
今
か
ら
四
五
〇
年
前
の

一
五
六
一
年
（
「
永
禄
四
年
辛
酉

卯
月
廿
九
日
敬
白
」
）
に
建
立
し

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
こ
の
碑

の
南
東
側
に
立
地
す
る
竹
原
城
主

の
配
下
に
四
天
王
と
呼
ば
れ
る

武
将
が
お
り
、
施
主
の
栗
原
掃

部
衛
門
は
、
そ
の
中
の
一
人
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
が
建
立
さ

れ
る
２
年
前
で
あ
る
永
禄
２
年

(

一
五
五
九)

、
竹
原
城
は
、
府
中

城
主
大
掾
貞
国
が
江
戸
氏
の
侵
攻

に
備
え
る
た
め
に
支
城
と
し
て
築

城
さ
れ
ま
し
た
。
竹
原
城
主
は
貞

国
の
弟
で
あ
る
竹
原
四
郎
義
国
で

す
。

　

小
美
玉
市
内
で
は
、
江
戸
時
代

よ
り
以
前
で
、
は
っ
き
り
と
し
た

年
代
の
分
か
る
文
化
財
は
非
常
に

少
な
く
、
こ
の
碑
は
、
戦
国
時
代

の
阿
弥
陀
如
来
信
仰
の
広
が
り
や

父
母
の
冥
福
を
祈
る
戦
国
武
将
の

信
仰
の
一
端
を
垣か

い

ま間
見
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
文
化
財
の
一
つ
と

言
え
ま
す
。

本年もよろしく
お願いいたします


